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  “メンタルヘルス対策研修会”のご案内 

前略 平素は組合活動に格別のご協力を頂き誠にありがとうございます。 

 近年、人員削減による労働負担の増加など、労働者を取り巻く環境はストレスを増長しやすくなり、職場スト

レスを原因として心身に不調を訴える社員が増え、うつ病や過労死は大きな社会問題となっています。そうした

中で平成 27年 12月、労働安全衛生法が改正され、従業員 50名以上の事業所に「ストレスチェック制度」の導

入が義務付けられましたが、従業員一人あたりの負荷が大きい中小企業こそ対策が必要です。 

 職場でのストレスから心の病による休職、離職が組織内で頻発すると、組織の生産力低下、休職者をかかえる

職場での過重労働による連鎖被害、手当や補償金など金銭的負担等、企業にとっては大きな損失となりかねませ

ん。個々人が正しい知識を持って心の健康を保つことはもちろん、組織全体で心の問題を個人に抱え込ませない

職場作りを推進していく「メンタルヘルス対策」は今回「ストレスチェック制度」の導入が義務付けられなかっ

た企業も含め、全ての企業において重要な課題と言えます。 

 そこで今回、当委員会ではメンタルヘルスの基礎知識からメンタル不調者が出た時の対応まで、実際のカウン

セリング現場からの事例を踏まえながら、わかりやすくお話し頂く研修会を企画致しました。 

経営者・実務担当者の皆様、この機会に是非本研修会にご参加頂きますようよろしくお願い申し上げます。 

尚、準備の都合上、8月 10日（水）までに織商事務局まで FAX（211-1976）にてお申込み下さい。 

草々 

記 

日 時   平成 28年 8月 23日（火）18時～19時 30分 

場 所   第八長谷ビル 8 階会議室（下京区烏丸通仏光寺下ル） 

テーマ   メンタルヘルス対策 

講 師   神保 栄子 氏  ㈱ヒューマンヘルス研究所 代表取締役 

内 容   (1)メンタルヘルスの基礎知識 ・善玉ストレスと悪玉ストレス ・ストレスが与える影響 

      (2)管理監督者の役割 ・社員のメンタル不調への気付き・「相談」や「話」を聞くのに大切な事 

      (3)カウンセリング現場からの事例 ・「心の病」と診断された方々の休職と職場復帰 

      (4)ストレスマネジメント ・心のダイエット・心の運動不足とストレス耐性 

 

メンタルヘルス対策研修会参加申込書 

平成 28年 8月 23日（火）に開催する研修会に参加します。 

会社名 
 

 

参加者名 
 

 

京都織物卸商業組合 人材教育委員会宛   FAX№ 211-1976 

 

中小企業はなおさら重要！ 


